






















































































































（Ilya Prigogine,1917 − 2003）や世界の各学問の最先端を行く学者の方々と親しく語り合い、多くの議論を交わす
機会が与えられた。勿論考え方はそれぞれ相違し、例えば、I. プリゴジンの化学理論は、ライプニッツ（Gottfried 
Wilhelm Leipniz, 1646 − 1716）や禅の考え方とは相違していたが、相違していることを知ることも大変な学問
的な刺戟となった。日本では私以前にはこのエラノス会議へは、鈴木大拙（1870 − 1966）、井筒俊彦（1914 −





　４.1982 年 9 月から花園大学の禅文化研究所が中心になり、その当時禅文化研究所理事長であった平田精耕老大
師が代表者となられ、京都大学名誉教授の西谷啓治先生が顧問となられて、京都宗教哲学研究会が創設された。
　1929 年から 1999 年迄の 70 年間谷口工業奨励会から出発していた谷口財団は、1973 年から 1999 年迄、日本の学
者が世界の学者と学術研究上での友好関係が持てるようにと「学術研究」と「国際シンポシウム」の運営奨励資金
を 18 の研究グループに援助された。そのうち 13 部門は理系であったが、４部門は文系であった。京都宗教哲学研
究会がこの文系の４部門の一つとなった。私は花園大学から大阪府立大学へ転任となる迄の第 10 回の国際シンポ
シウムまで、この京都宗教哲学研究会の５人からなる委員会のメンバーとして参加した。毎年、日本人と外国人の



















大学に講演に来られていた J. ヒック教授（John Hick,1926– ）や A.N. ホワイトヘッド（Alfred North Whitehead、



























































































































　英文原書：Alfred Norht Whitehead, The Aims of Education and other essays , the Free Press,  New York, 1929, p.39.
10. 『教育の目的』、森口兼二・橋口正夫訳、松藾社、1986 年、22 頁。英文原書、p.14.
11.『教育の目的』、森口兼二・橋口正夫訳、松藾社、1986 年、61 頁。英文原書、p.40.
12. 例えば、ドイツでは各社会人は定年後、勤め先から大学ヘ戻って、老若男女が一堂に会して勉学や研究に励む。
